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「残業ゼロ」＝17時15分退庁⇒19時閉庁に後退！?

「えっ！１９時閉庁？」4月から「残業ゼロ革命」だったんじゃないの？

無理な閉庁強行は、職員負担を増加させ、職員の士気と県民サービスを低下させますよ！

松沢知事は、5月11日の定例記者会見で、「県本庁舎等における『19時閉庁』の取組み」を発表しました。
当局は職場の実態を直視せよ

未だに残っている「仕事を労働時間の長さで評価する管理職」を改心させる限りにおいては有効な手段かもしれません。

　しかし、「残業ゼロ革命」が実施されたはずの4月以降、かえって残業が増加した職場が少なくありません。

　その主な原因は、通常の年度当初の繁忙に加え、本庁職場の小分け化による業務増（新たな庶務担当の設置等）、人員措置を伴わない「厳格な」経理執行、組合の反対を押し切って踏み切った「目標による業務マネジメント」による「業務マネジメントシート」の作成等々、これまで「総労働時間短縮に向けた取組み」で否定されてきた「内部管理事務」の増加によるものです。
危惧される不可避な問題

　業務量がほとんど変わらないまま、「19時閉庁」が強行された場合、想定できることは、①閉庁日以外の日の残業の増加、②「持帰り」等の「ヤミ超勤」です。

　①については、「抜本的な仕事の見直し（進め方、量）を進める。」。②については、「不祥事防止の観点からも、所属長は残った仕事を職員が自宅に持帰らないよう、厳正に管理する。」とあります。

しかし、「抜本的な仕事の見直し」の具体的な方向性や手段は何一つ示されていません。

また、「厳正に管理する」という発想自体、問題の本質を把握しているとは思えません。
抜本的な改善提案

職員は好きこのんで残業をしているのではなく、限度を超えた人員削減の中で、県民生活を守るためにやらざるを得ないから残業しているのです。当面、次の点を提案しますので、当局の賢明な判断を期待します。

①業務マネジメント等の新たな内部管理事務の凍結。

②各部筆頭課への庶務事務の統合。

③「厳格な」経理執行に対応できるよう、出先管理課等への人員配置。

④過重労働が解消されない職場への増員。
「19時閉庁」の概要

1　「19時閉庁」の内容

　○原則として19時までに全庁消灯を行う。

　○残業ゼロ革命推進員である部長が各所属に消灯・退庁を促す。（～19時）

○19時以降点灯している場合、県庁改革課職員等が声かけのうえ消灯を行い、再点灯は認めない。

　○消灯しない所属については、県庁改革課がとりまとめを行なう。

　○消灯しなかった所属は、残業ゼロ革命推進責任者である局長及び県庁改革課へ、19時以降の残業の理由について、特段の理由があれば報告。

　○特段の理由なく消灯しなかった所属を情報プラザへ掲載。

２　期間及び実施日

　○取組期間は、5月から8月まで。

　○実施日

　・5、6月：毎週水曜日及び給与支給日

　・7月：第2週及び第4週の平日

　・8月：平日毎日

　・9～12月：「19時閉庁」の取組みを検証。

３　対象所属：本庁舎、新庁舎、分庁舎、第2分庁舎

４　留意事項

○不祥事防止の観点からも、所属長は残った仕事を職員が自宅に持帰らないよう、厳正に管理する。

○抜本的な仕事の見直し（進め方、量）を進める。
「時差出勤拡大の試行」は強制ではありません！

　「時差出勤拡大の試行」について、現在各局で調整が行なわれ、来週17日から試行が実施されます。

　既に該当となった職場の組合員から、「今でさえギリギリの人数で窓口対応しているのにこれ以上シフトの人数が減ったら対応できない。」「来客者に『担当は10時からです』とか『担当は3時に帰りました』と言うのか？」等々の声が上がっています。

　目的が「ワーク・ライフ・バランス」であり「職員の申出が基本」ですから、職員の負担増や業務に支障が出るようでは本末転倒です。難しい場合はキッパリ断りましょう。組合が相談にのります。

時差出勤拡大の試行の概要

１　試行の目的

　ワーク・ライフ・バランスの観点から、職員の多様なワークスタイルに応じて主体的に出退勤時間が選択できる時差出勤制度の拡大について、その円滑な実施に向けて試行を実施しその結果を検証する。

２　検証項目

　①各勤務パターンに対する職員のニーズ

　②早出、遅出における服務管理

　③本庁所属での業務支障

　④窓口業務のある出先所属での業務支障

　⑤その他、実施上の課題

３　試行期間：5月17日（月）～6月4日（金）

４　試行対象

　・各局企画調整課（政策総務課）

　・各局本庁所属１、出先所属１

　・該当所属の複数グループ等で実施

５　割振りパターン

①7:00～15:45　②7:30～16:15　③8:00～16:45

④9:00～17:45　⑤9:30～18:15　⑥10:00～18:45

第46回　地方自治研究神奈川集会

○オープニング集会

・テーマ　　格差社会と自治体のあり方
・日　時：5月29日（土）10時～12時

・会　場：神奈川県地域労働文化会館2階会議室

①環境問題分科会

・テーマ　2100年の地球～新たなエネルギー政策を考える

・日　時：5月29日（土）13時～16時

・会　場：神奈川県地域労働文化会館

②公正労働分科会

・テーマ　公共サービスと公正労働

～公契約条例と指定管理者制度を手がかりに

・日　時：5月29日（土）13時～16時

・会　場：神奈川県地域労働文化会館

③高齢者医療分科会

・テーマ　　高齢者医療制度を考える

・日　時：5月29日（土）13時～16時

・会　場：神奈川県地域労働文化会館

